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【意見を述べる杉沼総代】

【第188回総代会の様子】

﹇
議
決
案
件
﹈

議
第
一
号 

最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
賦
課
金
の
不
納
欠
損
処
分
に
つ
い
て

議
第
二
号 

令
和
六
年
度
一
般
会
計
収
支
補
正
予
算
（
第
二
号
）

議
第
三
号 

令
和
七
年
度
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業
資
金
の
拠
出
に
つ
い
て

議
第
四
号 

令
和
七
年
度
新
規
土
地
改
良
事
業
計
画
の
設
定
及
び
実
施
に
つ
い
て

議
第
五
号 

令
和
七
年
度
一
般
会
計
収
支
予
算

議
第
六
号 

令
和
七
年
度
賦
課
金
の
賦
課
基
準
並
び
に
賦
課
金
徴
収
に
つ
い
て

議
第
七
号 

令
和
七
年
度
一
時
借
入
金
の
借
入
に
つ
い
て

議
第
八
号 

令
和
七
年
度
預
金
先
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て

議
第
九
号 

令
和
七
年
度
最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
地
区
除
外
決
済
金
の
基
準
額
及
び
徴

収
に
つ
い
て

議
第
十
号 

令
和
七
年
度
最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
地
区
加
入
金
の
基
準
額
及
び
徴
収
に

つ
い
て

議
第
十
一
号 

区
有
財
産
（
不
動
産
）
の
取
得
に
つ
い
て

議
第
十
二
号 

区
有
財
産
（
不
動
産
）
の
処
分
に
つ
い
て

議
第
十
三
号 

付
帯
決
議
に
つ
い
て

着
任
の
ご
挨
拶

着
任
の
ご
挨
拶

西
奥
羽
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
　最
上
川
支
所

支
所
長
　山
岸
　裕
之

　
令
和
七
年
四
月
一
日
付
で
最
上
川
支
所
長
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
山
岸
と
申
し

ま
す
。

　
入
省
以
来
、
東
北
六
県
の
他
、
関
東
管
内
で
は
埼
玉
県
、
東
海
管
内
で
は
岐
阜

県
、
北
陸
管
内
で
は
新
潟
県
と
異
動
し
て
参
り
ま
し
た
。
山
形
県
は
、
平
成
二
年
度

〜
四
年
度
の
三
年
間
勤
務
し
た
飽
海
郡
八
幡
町
（
現
酒
田
市
）
に
あ
っ
た
東
北
農
政

局
鳥
海
南
麓
開
拓
建
設
事
業
所
以
来
、
約
三
十
数
年
ぶ
り
の
勤
務
に
な
り
ま
す
。

　
当
時
は
バ
イ
ク
で
鳥
海
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
の
ツ
ー
リ
ン
グ
や
、
八
幡
町
内
の
朝
野

球
、
酒
田
カ
ン
ト
リ
ー
で
の
ゴ
ル
フ
、
飛
島
沖
で
の
船
釣
り
等
、
楽
し
い
思
い
出
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
冬
は
ス
キ
ー
を
嗜
み
ま
す
が
、
蔵
王
ス
キ
ー
場
に
は
ま

だ
縁
が
無
か
っ
た
の
で
、
今
年
の
冬
は
シ
ー
ズ
ン
券
を
買
お
う
か
思
案
中
で
す
。

　
前
任
地
は
、
岩
手
県
盛
岡
市
に
あ
る
北
上
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
で
、
調
査

計
画
予
算
の
取
り
ま
と
め
、
工
事
業
務
の
契
約
事
務
、
河
川
協
議
、
広
域
基
盤
整
備

計
画
調
査
、
完
了
地
区
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。
特
に
、
北

上
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
管
内
の
岩
手
県
、
宮
城
県
に
お
い
て
も
、
近
年
は
突

発
事
故
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
土
地
改
良
施
設
の
早
期
更
新
が
必
要
と
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
農
林
水
産
行
政
に
お
き
ま
し
て
は
、「
食
糧
・
農
業
・
基
本
計
画
」が
令

和
七
年
四
月
十一日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、「
食
糧
自
給
率
そ
の
他
の
食
糧
安
全
保
障

の
確
保
に
関
す
る
目
標
」で
具
体
的
な
目
標
値
が
示
さ
れ
た
ほ
か
、「
食
料
、
農
業

及
び
農
村
に
関
し
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
講
ず
べ
き
対
策
」の
中
で
は
、「
農
業
・
農

村
の
強
靭
化
に
向
け
た
防
災
・
減
災
対
策
」や「
農
業
水
利
施
設
等
に
お
け
る
被
害

の
事
前
対
策
と
事
後
対
応
の
推
進
」が
記
述
さ
れ
、
流
域
治
水
の
取
組
推
進
、
急
施

の
事
業
の
対
象
拡
大
が
進
め
ら
れ
る
と
共
に
、「
新
た
な
土
地
改
良
長
期
計
画
」を

二
〇
二
五
年
中
に
策
定
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
最
上
川
支
所
職
員一同
は
、
農
業
農
村
整
備
事
業
を
通
じ
て
土
地
改
良
区
の
皆

様
、
組
合
員
の
皆
様
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
様
努
力
す
る
所
存
で
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最上川中流だより令和７年６月 （2）第 95 号

【
理
事
長
あ
い
さ
つ
】

　

本
日
こ
こ
に
、
第
一
八
八
回
総
代
会
を
開

催
す
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。
本
日
の
総
代
会
に
は
、
ご
多
忙
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
来
賓
と
し
て
、
東
北
農

政
局
西
奥
羽
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所　

千
葉
最
上
川
支
所
長
は
じ
め
、
村
山
総
合
支

庁
産
業
経
済
部　

安
達
農
林
技
監（
兼
）農
村

計
画
課
長
、
山
辺
町
産
業
課　

高
橋
農
村
整

備
係
長
の
ご
臨
席
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
方
に

は
、
後
程
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
総
代
各
位
に
は
、
春
先
の
農

作
業
の
お
忙
し
い
中
ご
出
席
頂
き
ま
し
て
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
昭
和
五
十
一
年
五
月
十
日
に
西

部
幹
線
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
一
回
目
の
ガ
ス
爆

発
事
故
が
起
き
て
か
ら
四
十
九
年
、
五
十
回

忌
を
迎
え
ま
す
。

　

九
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
心
か
ら
哀
悼

の
誠
を
捧
げ
、
皆
様
と
一
緒
に
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
一
月
は
少
雪
と
な
り
、
昨

年
の
暖
冬
少
雪
が
思
い
起
こ
さ
れ
、
水
不
足

を
心
配
い
た
し
ま
し
た
が
、
二
月
に
入
る
と

一
変
し
て
連
日
の
低
温
と
大
雪
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
七
日
に
は
、
山
形
市
に
お
い
て
豪

雪
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
周

囲
の
山
々
を
見
渡
し
た
時
、
そ
こ
に
は
十
分

な
積
雪
量
が
あ
り
、
今
年
の
通
水
期
に
は
潤

沢
な
水
を
供
給
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
の
十
月
に
国
で
実
施
し
た
国
営
施
設

機
能
診
断
調
査
に
お
い
て
、
馬
見
ヶ
崎
川
導

水
路
内
で
目
地
か
ら
の
漏
水
が
発
見
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
原
因
は
老
朽
化
に
よ
る
も
の
で

し
た
が
、
十
月
、
十
一
月
の
約
二
ヵ
月
に
渡

り
維
持
管
理
用
水
を
停
止
し
、
そ
の
調
査
・

補
修
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
現
在
は
支

障
な
く
通
水
し
て
お
り
ま
す
が
、
令
和
三
年

に
も
漏
水
事
故
が
起
き
マ
ン
ホ
ー
ル
よ
り
国

道
に
溢
水
し
た
こ
と
は
皆
さ
ま
の
記
憶
に
も

新
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
年
一
月
、
埼

玉
県
で
起
き
た
下
水
道
管
破
損
に
よ
る
陥
没

事
故
と
重
ね
合
わ
せ
た
時
、
市
街
地
の
中
で

用
水
管
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
当
改
良
区
の

責
任
の
重
さ
を
感
じ
る
と
共
に
、
再
度
の
安

全
対
策
の
確
認
を
徹
底
し
、
併
せ
て
、
国
営

二
期
事
業
の
計
画
を
即
急
に
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
農
業
情
勢
、
農
業
政
策

に
目
を
向
け
て
見
ま
す
と
、
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
あ
れ
程
農
家

と
の
意
見
の
食
い
違
い
を
見
せ
た
、
米
か
ら

麦
、
大
豆
な
ど
へ
の
転
作
を
支
援
す
る
「
水

田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
」、「
五
年
水
張

り
問
題
」
は
、
水
田
対
象
の
現
在
の
仕
組
み

か
ら
作
物
ご
と
の
生
産
性
向
上
を
支
援
す
る

仕
組
み
に
転
換
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
「
備
蓄

米
放
出
制
度
」
の
創
設
、「
農
地
耕
作
条
件

改
善
事
業
」
の
要
件
変
更
、「
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
組
織
」
の
広
域
化
な
ど
、
目
ま

ぐ
る
し
く
変
わ
る
農
業
政
策
は
、
今
に
始

ま
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
土
地

改
良
区
内
で
要
件
に
添
え
る
事
業
案
件
に
つ

い
て
は
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
管
内
に
お
い
て
は
、
い
よ
い
よ
「
国
道

一
一
二
号
線
山
形
・
中
山
道
路
」
の
用
地
買

収
が
八
ヶ
郷
地
区
か
ら
始
ま
り
ま
す
。「
山

形
南
道
路
」
に
つ
い
て
も
、
整
備
計
画
が
示

さ
れ
、
地
域
環
境
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
食
料
安
保
」
や
「
食
育
」
が
話

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
我
々
が
携
わ
っ

て
い
る
農
業
を
自
ら
体
験
し
、
そ
し
て
農
業

に
対
す
る
理
解
度
を
少
し
で
も
深
め
る
た
め

に
も
、
本
年
、
新
た
な
研
修
の
場
を
設
け
ま

す
。
職
員
の
有
志
の
方
々
で
組
合
員
の
ご
厚

意
の
も
と
に
、「
最
上
川
中
流　

農
・
Ｈ
ｏ
ｗ
・

ラ
ボ
」
と
名
付
け
た
「
米
作
り
研
修
田
」
を

実
施
し
ま
す
。「
農
・
Ｈ
ｏ
ｗ
・
ラ
ボ
」
と
は
、

「
農
業
」
に
関
す
る
「
ノ
ウ
ハ
ウ
」
を
習
得

で
き
る
「
場
所
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
ま
す
。

田
起
こ
し
か
ら
稲
刈
り
ま
で
一
貫
し
て
米
作

り
体
験
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。楽
な
研
修
・

事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
是
非
、
田
ん
ぼ

で
お
会
い
し
た
時
に
は
、
温
か
い
声
な
ど
を

お
か
け
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
農
業

の
転
換
期
に
あ
る
今
こ
そ
、
力
を
合
わ
せ
て

皆
さ
ん
と
共
に
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

理事長  大　築　義　雅

【第188回総代会の様子】

第
一
八
八
回 

総
代
会
開
催

　
第
一
八
八
回
総
代
会
が
、
令
和
七
年
三
月
十
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
代

七
十
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
審
議
が
進
め
ら
れ
上
程
さ
れ
た
令
和
六
年
度
一
般

会
計
収
支
補
正
予
算
な
ど
全
案
件（
十
三
議
案
）が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。



【意見を述べる杉沼総代】

【第188回総代会の様子】

﹇
議
決
案
件
﹈

議
第
一
号 

最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
賦
課
金
の
不
納
欠
損
処
分
に
つ
い
て

議
第
二
号 

令
和
六
年
度
一
般
会
計
収
支
補
正
予
算
（
第
二
号
）

議
第
三
号 

令
和
七
年
度
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業
資
金
の
拠
出
に
つ
い
て

議
第
四
号 
令
和
七
年
度
新
規
土
地
改
良
事
業
計
画
の
設
定
及
び
実
施
に
つ
い
て

議
第
五
号 
令
和
七
年
度
一
般
会
計
収
支
予
算

議
第
六
号 

令
和
七
年
度
賦
課
金
の
賦
課
基
準
並
び
に
賦
課
金
徴
収
に
つ
い
て

議
第
七
号 

令
和
七
年
度
一
時
借
入
金
の
借
入
に
つ
い
て

議
第
八
号 

令
和
七
年
度
預
金
先
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て

議
第
九
号 

令
和
七
年
度
最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
地
区
除
外
決
済
金
の
基
準
額
及
び
徴

収
に
つ
い
て

議
第
十
号 

令
和
七
年
度
最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
地
区
加
入
金
の
基
準
額
及
び
徴
収
に

つ
い
て

議
第
十
一
号 

区
有
財
産
（
不
動
産
）
の
取
得
に
つ
い
て

議
第
十
二
号 

区
有
財
産
（
不
動
産
）
の
処
分
に
つ
い
て

議
第
十
三
号 

付
帯
決
議
に
つ
い
て

着
任
の
ご
挨
拶

着
任
の
ご
挨
拶

西
奥
羽
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
　最
上
川
支
所

支
所
長
　山
岸
　裕
之

　
令
和
七
年
四
月
一
日
付
で
最
上
川
支
所
長
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
山
岸
と
申
し

ま
す
。

　
入
省
以
来
、
東
北
六
県
の
他
、
関
東
管
内
で
は
埼
玉
県
、
東
海
管
内
で
は
岐
阜

県
、
北
陸
管
内
で
は
新
潟
県
と
異
動
し
て
参
り
ま
し
た
。
山
形
県
は
、
平
成
二
年
度

〜
四
年
度
の
三
年
間
勤
務
し
た
飽
海
郡
八
幡
町
（
現
酒
田
市
）
に
あ
っ
た
東
北
農
政

局
鳥
海
南
麓
開
拓
建
設
事
業
所
以
来
、
約
三
十
数
年
ぶ
り
の
勤
務
に
な
り
ま
す
。

　
当
時
は
バ
イ
ク
で
鳥
海
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
の
ツ
ー
リ
ン
グ
や
、
八
幡
町
内
の
朝
野

球
、
酒
田
カ
ン
ト
リ
ー
で
の
ゴ
ル
フ
、
飛
島
沖
で
の
船
釣
り
等
、
楽
し
い
思
い
出
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
冬
は
ス
キ
ー
を
嗜
み
ま
す
が
、
蔵
王
ス
キ
ー
場
に
は
ま

だ
縁
が
無
か
っ
た
の
で
、
今
年
の
冬
は
シ
ー
ズ
ン
券
を
買
お
う
か
思
案
中
で
す
。

　
前
任
地
は
、
岩
手
県
盛
岡
市
に
あ
る
北
上
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
で
、
調
査

計
画
予
算
の
取
り
ま
と
め
、
工
事
業
務
の
契
約
事
務
、
河
川
協
議
、
広
域
基
盤
整
備

計
画
調
査
、
完
了
地
区
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。
特
に
、
北

上
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
管
内
の
岩
手
県
、
宮
城
県
に
お
い
て
も
、
近
年
は
突

発
事
故
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
土
地
改
良
施
設
の
早
期
更
新
が
必
要
と
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
農
林
水
産
行
政
に
お
き
ま
し
て
は
、「
食
糧
・
農
業
・
基
本
計
画
」が
令

和
七
年
四
月
十一日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、「
食
糧
自
給
率
そ
の
他
の
食
糧
安
全
保
障

の
確
保
に
関
す
る
目
標
」で
具
体
的
な
目
標
値
が
示
さ
れ
た
ほ
か
、「
食
料
、
農
業

及
び
農
村
に
関
し
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
講
ず
べ
き
対
策
」の
中
で
は
、「
農
業
・
農

村
の
強
靭
化
に
向
け
た
防
災
・
減
災
対
策
」や「
農
業
水
利
施
設
等
に
お
け
る
被
害

の
事
前
対
策
と
事
後
対
応
の
推
進
」が
記
述
さ
れ
、
流
域
治
水
の
取
組
推
進
、
急
施

の
事
業
の
対
象
拡
大
が
進
め
ら
れ
る
と
共
に
、「
新
た
な
土
地
改
良
長
期
計
画
」を

二
〇
二
五
年
中
に
策
定
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
最
上
川
支
所
職
員一同
は
、
農
業
農
村
整
備
事
業
を
通
じ
て
土
地
改
良
区
の
皆

様
、
組
合
員
の
皆
様
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
様
努
力
す
る
所
存
で
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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令和７年度　地区除外決済金について

地区除外決済金を各地区毎に集計しますと、概ね次のようになります。
決済金の内訳は地区毎に異なりますので、詳しくは土地改良区までお問い合わせ下さい。

今年度の地区除外決済金は下記のとおりです。農地を転用除外する場合に納付しなければなりません。

令和７年度 各地区の除外決済金について

科　　目 本年度予算額
  1.土地改良事業収入 383,302,000
  2.附帯事業収入 11,410,000
  3.基本財産運用収入 1,140,000
  4.特定資産運用収入 1,410,000
  5.補助金等収入 58,460,000
  6.交付金収入 5,070,000
  7.業務受託料収入 55,180,000
  8.雑収入 5,434,000
  9.借入金収入 20,000
10.基本財産取崩収入 20,000
11.特定資産取崩収入 18,650,000
12.固定資産売却収入 60,000
13.出資金返還収入 10,000
14.貸付金回収収入 10,000
15.会計内繰入金 140,000
16.繰越金 191,050,000

合計 731,366,000

【 収 入 】

科　　目 本年度予算額
  1.土地改良事業費支出 384,120,000
  2.一般管理費 194,040,000
  3.土地改良事業負担金等支出 8,223,000
  4.借入金返済支出 2,420,000
  5.支払利息 20,000
  6.固定資産取得支出 1,060,000
  7.出資金取得支出 10,000
  8.基本財産積立支出 16,140,000
  9.特定資産積立支出 13,290,000
10.雑支出 140,000
11.貸付金支出 10,000
12.会計内繰出金 140,000
13.繰越金 0
14.予備費 111,753,000

合計 731,366,000

【 支 出 】

（単位：円）

土地改良事業費
支出

52.5%

一般管理費
26.6%

基本財産積立支出
2.2%

特定資産積立支出
1.8%

土地改良事業
負担金等支出

1.1%

その他
0.5%

予備費
15.3%

支 出 合 計
731,366,000

土地改良事業
収入

52.4%

補助金等収入
8.0%業務受託料収入

7.5%

特定資産取崩収入
2.6%

附帯事業収入
1.6%

雑収入
0.7%

交付金収入
0.7%

その他
0.4%

繰越金
26.1%

収入合計
731,366,000

令和７年度の一般会計収支予算は、第188回総代会において議決されました。

令和７年度 一般会計予算 731,366,000 円令和７年度 一般会計予算 731,366,000 円

【 収 入 】

【 支 出 】【 支 出 】
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令和７年度　地区除外決済金について

地区除外決済金を各地区毎に集計しますと、概ね次のようになります。
決済金の内訳は地区毎に異なりますので、詳しくは土地改良区までお問い合わせ下さい。

今年度の地区除外決済金は下記のとおりです。農地を転用除外する場合に納付しなければなりません。

令和７年度 各地区の除外決済金について

科　　目 本年度予算額
  1.土地改良事業収入 383,302,000
  2.附帯事業収入 11,410,000
  3.基本財産運用収入 1,140,000
  4.特定資産運用収入 1,410,000
  5.補助金等収入 58,460,000
  6.交付金収入 5,070,000
  7.業務受託料収入 55,180,000
  8.雑収入 5,434,000
  9.借入金収入 20,000
10.基本財産取崩収入 20,000
11.特定資産取崩収入 18,650,000
12.固定資産売却収入 60,000
13.出資金返還収入 10,000
14.貸付金回収収入 10,000
15.会計内繰入金 140,000
16.繰越金 191,050,000

合計 731,366,000

【 収 入 】

科　　目 本年度予算額
  1.土地改良事業費支出 384,120,000
  2.一般管理費 194,040,000
  3.土地改良事業負担金等支出 8,223,000
  4.借入金返済支出 2,420,000
  5.支払利息 20,000
  6.固定資産取得支出 1,060,000
  7.出資金取得支出 10,000
  8.基本財産積立支出 16,140,000
  9.特定資産積立支出 13,290,000
10.雑支出 140,000
11.貸付金支出 10,000
12.会計内繰出金 140,000
13.繰越金 0
14.予備費 111,753,000

合計 731,366,000

【 支 出 】

（単位：円）

土地改良事業費
支出

52.5%

一般管理費
26.6%

基本財産積立支出
2.2%

特定資産積立支出
1.8%

土地改良事業
負担金等支出

1.1%

その他
0.5%

予備費
15.3%

支出合 計
731,366,000

土地改良事業
収入

52.4%

補助金等収入
8.0%業務受託料収入

7.5%

特定資産取崩収入
2.6%

附帯事業収入
1.6%

雑収入
0.7%

交付金収入
0.7%

その他
0.4%

繰越金
26.1%

収入合 計
731,366,000

令和７年度の一般会計収支予算は、第188回総代会において議決されました。

令和７年度 一般会計予算 731,366,000 円令和７年度 一般会計予算 731,366,000 円

【 収 入 】

【 支 出 】【 支 出 】
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令和７年度　賦課金について
今年度の賦課金は下記のとおりです。

経常賦課金、国・県営維持管理事業賦課金及び各地区賦課金の集計はそれぞれ次のとおりです。
賦課金の内訳は地区毎に異なりますので、詳しくは土地改良区へお問い合わせ下さい。

令和７年度 各地区毎の賦課金について

※  賦課金の算出金額は１円未満切り捨てとする。

※ 賦 課 基 準 日 ･･･ 令和7年4月1日

納付期限日を過ぎると過怠金が加算されますのでご注意ください！！
〈過怠金〉　督促手数料　　110円（内税 10円）

　　　　　　延　滞　金　　日歩２銭（年利7.3％）

第１期　納付期限　　令和７年　 ７月31日（木）

第２期　納付期限　　令和７年　11月30日（日）

《賦課金のコンビニ納付について》

コンビニ納付の際は専用の払込票が必要となります
ので、ご希望の方は、土地改良区までご連絡下さい。
（すでに納付書が発行されている場合は次回から開始となります）

令和4年度より、コンビニでの納付が可能となりました

《相続登記義務化について》

セブンイレブン、ファミリーマート、ローソン
MMK設置店（ツルハドラッグ・イオン・
ウェルシア等）全国６万１千店舗

！ 注意

　令和６年４月１日より相続登記の申請が義務化されました。
　相続によって不動産を取得した相続人は「その取得を知った日または2024年４月１日」の
いずれか遅い日（あるいは遺産分割協議が成立した日）から３年以内に相続登記の申請を義務
付けられることとなりました。
　正当な理由がなく申請を怠った場合、10万円以下の過料が科せられる可能性があります。
※詳細は法務省、又は法務局ホームページをご覧ください。

《法律事務所による未納金回収業務の実施について》
　現在未納金がある方は、当土地改良区が委託契約する下記の法律事務所から、納付催告を行
う場合がありますので、あらかじめご了承くださいますようお願いいたします。

《滞納処分について》
　当改良区では賦課金滞納者に対し、電話・個別訪問等の督励を行っておりますが、組合員負
担の公平性を保つため、やむを得ず差し押さえ等の法的措置（滞納処分）をさせていただくこ
とになります。お支払いが困難である場合は、必ず土地改良区までご相談ください。

【委託先】　弁護士法人　エジソン法律事務所　弁護士　大達　一賢
　　　　　　東京都千代田区神田錦町１－８－11　錦町ビルディング ４階

令和７年度　賦課金について
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令和７年度　賦課金について
今年度の賦課金は下記のとおりです。

経常賦課金、国・県営維持管理事業賦課金及び各地区賦課金の集計はそれぞれ次のとおりです。
賦課金の内訳は地区毎に異なりますので、詳しくは土地改良区へお問い合わせ下さい。

令和７年度 各地区毎の賦課金について

※  賦課金の算出金額は１円未満切り捨てとする。

※ 賦 課 基 準 日 ･･･ 令和7年4月1日

納付期限日を過ぎると過怠金が加算されますのでご注意ください！！
〈過怠金〉　督促手数料　　110円（内税 10円）

　　　　　　延　滞　金　　日歩２銭（年利7.3％）

第１期　納付期限　　令和７年　 ７月31日（木）

第２期　納付期限　　令和７年　11月30日（日）

《賦課金のコンビニ納付について》

コンビニ納付の際は専用の払込票が必要となります
ので、ご希望の方は、土地改良区までご連絡下さい。
（すでに納付書が発行されている場合は次回から開始となります）

令和4年度より、コンビニでの納付が可能となりました

《相続登記義務化について》

セブンイレブン、ファミリーマート、ローソン
MMK設置店（ツルハドラッグ・イオン・
ウェルシア等）全国６万１千店舗

！ 注意

　令和６年４月１日より相続登記の申請が義務化されました。
　相続によって不動産を取得した相続人は「その取得を知った日または2024年４月１日」の
いずれか遅い日（あるいは遺産分割協議が成立した日）から３年以内に相続登記の申請を義務
付けられることとなりました。
　正当な理由がなく申請を怠った場合、10万円以下の過料が科せられる可能性があります。
※詳細は法務省、又は法務局ホームページをご覧ください。

《法律事務所による未納金回収業務の実施について》
　現在未納金がある方は、当土地改良区が委託契約する下記の法律事務所から、納付催告を行
う場合がありますので、あらかじめご了承くださいますようお願いいたします。

《滞納処分について》
　当改良区では賦課金滞納者に対し、電話・個別訪問等の督励を行っておりますが、組合員負
担の公平性を保つため、やむを得ず差し押さえ等の法的措置（滞納処分）をさせていただくこ
とになります。お支払いが困難である場合は、必ず土地改良区までご相談ください。

【委託先】　弁護士法人　エジソン法律事務所　弁護士　大達　一賢
　　　　　　東京都千代田区神田錦町１－８－11　錦町ビルディング ４階

令和７年度　賦課金について
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10月1日から期間 4月11日から 5月6日から 5月21日から 9月11日から

取　水　口

翌年の
区分 5月5日まで

5月20日まで 9月10日まで
9月30日まで 4月10日まで

合口頭首工
馬見ヶ崎川 1.223㎥/s 2.121㎥/s 1.464㎥/s

年　　間

総取水量

59,680千㎥

39,420千㎥1.223㎥/s 1.223㎥/s

最　上　川 0.738㎥/s 7.823㎥/s 6.568㎥/s 0.678㎥/s 0.631㎥/s

（かんがい期間）

川から取水できる水量が限られています。
農業用水は、河川管理者から許可された水利権の定めにより、

令和７年度  配水計画について

当改良区における最上川と馬見ヶ崎川からの最大取水量等は、次の表のとおりです。

令和７年７月１日（火）～７月17日（木）頃まで
～ 分水量を減らします。ご協力をお願いいたします。～

◇中干し期間の設定について◇

◇非かんがい期の通水停止について◇
　今年度も非かんがい期間に、国・県営施設の診断調査、設備点検整備のため、水路維持用水を停止します。
　ご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願いいたします。
　詳細な期間等については、決まり次第ホームページ等でお知らせさせていただきます。

　令和７年４月14日に『国営大曽根揚水機場』（東村山郡山辺町上沢地内）において、揚水機場内３号ポンプの地下
配管部分から漏水が発生し、ポンプ周辺の床面が盛り上がり、また、流出した土砂で覆われました。機場内は約
90cm浸水し、ポンプを動かすための電気制御盤も同様に浸水したことから稼働が出来ない状態となりました。
　現在は、東北農政局・山形県・山形市・山辺町の指導協力をいただきながら、応急仮設ポンプを４基設置し対応し
ています。ただ、用水量は通常の３分の１程度になることから、関係受益者の方々からも番水・節水の協力をいただ
き耕作を進めた結果、無事に田植えを終えることができました。
　今後は、部品交換・点検・補修等を実施し、一日も早い本復旧に向けて尽力してまいります。

国営大曽根揚水機場にて漏水事故発生

R７.４.14　大曽根揚水機場被害状況 R７.５.１　仮設ポンプ設置状況
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（例）施設名　 （氏名  電話番号）

●●●分水工 （●●●● 123-4567）

馬見ヶ崎川合口頭首工

馬

最上川中流土地改良区

中 央 幹 線 用 水 路
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曽
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線
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羽

線

仙
山

線

本

南館分水工 (金澤 功  643-5697) 

上町分水工 (齋藤孝一郎  644-1265) 

石関分水工 (有海 賢二  643-4952) 

飯塚分水工 (荒井 秀晃  644-5490) 

椹沢分水工 (金子 照義  644-5992) 

西崎分水工 (大築 義雅  643-8555) 

志戸田分水工 (五十嵐 昇  644-1372) 

追散分水工 (秋葉 正義  643-9379) 

八ヶ郷第3分水工 (貝和 良一  681-8691) 

八ヶ郷第1・2分水工 (高橋 守  681-1320) 

今塚分水工 (丹野 雅彦  681-8795) 

沖堰分水工 (佐藤 敏明  684-5583) 

境田分水工 (設楽 正男  684-0131) 

成安分水工 (丹野 都弘  684-1918) 

漆山分水工 (丸子 宏  684-5848) 

出羽・明治分水工 (安達 浩之  684-5761) 
山辺分水工 (江口 順市  664-6712)

北宿第２分水工 (会田平四郎  664-6829) 

根際分水工 (小関 健登  664-6048) 

要害分水工 (鈴木 勇一  664-6658) 

反田分水工 (鎌田 清蔵  643-2353) 

二ツ筒頭首工 (佐藤美紀夫  644-4933) 

常明寺分水工 (岸 英一  644-9282) 

古舘分水工 (奥山 長伸  644-5597) 

文珠山分水工 (大木万之助  644-4809) 

門伝第１分水工 (加藤 秀正  643-2733) 

山王頭首工 (笹原 秀一  645-2681) 

門伝第２分水工 (杉沼 俊昭  643-1472) 

富神頭首工 (西村 博幸  644-2570) 

柏倉分水工 (伊藤 巧  645-3592) 

本沢分水工 (古内 善昭  688-4736) 

一ノ関頭首工 (庄司 義文  688-4118) 

久保手分水工 (渡邉 定芳  672-6027) 

南山形第１分水工 (鈴木美智也  688-2271) 

南山形第２分水工 (小笠原俊行  688-2021) 

南山形第３分水工 (菊地 完二  688-5056) 

大明神堰頭首工  (古頭金一郎  688-2110) 

北宿第１分水工 (武田 義弘  664-6170)

水利調整委員会　◎委員長　大木 万之助　　○副委員長　有海 賢二　・　丸子　宏

　当土地改良区は、用水の管理にあたり限りある水の有効利用を図るために、水利調整委員会を
設置しています。水利調整をして頂く３８名の各分水工等の水利調整委員は次の方々です。
　組合員皆様の水利に関するご要望は、土地改良区に直接ご連絡下さっても対応できませんので、 
必ず下記の水利調整委員にご連絡してください。

◇水利のご相談は水利調整委員まで◇

節水の徹底！掛け流し厳禁！
　  皆様のご協力お願いします。

最上川中流だより令和７年６月 （8）第 95 号



10月1日から期間 4月11日から 5月6日から 5月21日から 9月11日から

取　水　口

翌年の
区分 5月5日まで

5月20日まで 9月10日まで
9月30日まで 4月10日まで

合口頭首工
馬見ヶ崎川 1.223㎥/s 2.121㎥/s 1.464㎥/s

年　　間

総取水量

59,680千㎥

39,420千㎥1.223㎥/s 1.223㎥/s

最　上　川 0.738㎥/s 7.823㎥/s 6.568㎥/s 0.678㎥/s 0.631㎥/s

（かんがい期間）

川から取水できる水量が限られています。
農業用水は、河川管理者から許可された水利権の定めにより、

令和７年度  配水計画について

当改良区における最上川と馬見ヶ崎川からの最大取水量等は、次の表のとおりです。

令和７年７月１日（火）～７月17日（木）頃まで
～ 分水量を減らします。ご協力をお願いいたします。～

◇中干し期間の設定について◇

◇非かんがい期の通水停止について◇
　今年度も非かんがい期間に、国・県営施設の診断調査、設備点検整備のため、水路維持用水を停止します。
　ご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願いいたします。
　詳細な期間等については、決まり次第ホームページ等でお知らせさせていただきます。

　令和７年４月14日に『国営大曽根揚水機場』（東村山郡山辺町上沢地内）において、揚水機場内３号ポンプの地下
配管部分から漏水が発生し、ポンプ周辺の床面が盛り上がり、また、流出した土砂で覆われました。機場内は約
90cm浸水し、ポンプを動かすための電気制御盤も同様に浸水したことから稼働が出来ない状態となりました。
　現在は、東北農政局・山形県・山形市・山辺町の指導協力をいただきながら、応急仮設ポンプを４基設置し対応し
ています。ただ、用水量は通常の３分の１程度になることから、関係受益者の方々からも番水・節水の協力をいただ
き耕作を進めた結果、無事に田植えを終えることができました。
　今後は、部品交換・点検・補修等を実施し、一日も早い本復旧に向けて尽力してまいります。

国営大曽根揚水機場にて漏水事故発生

R７.４.14　大曽根揚水機場被害状況 R７.５.１　仮設ポンプ設置状況

東

北

中

央

自

動

車

道

自

動

車

道

山

形

（例）施設名　 （氏名  電話番号）

●●●分水工 （●●●● 123-4567）

馬見ヶ崎川合口頭首工
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最上川中流土地改良区
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水

路
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沢

線

奥
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線

仙
山

線

本

南館分水工 (金澤 功  643-5697) 

上町分水工 (齋藤孝一郎  644-1265) 

石関分水工 (有海 賢二  643-4952) 

飯塚分水工 (荒井 秀晃  644-5490) 

椹沢分水工 (金子 照義  644-5992) 

西崎分水工 (大築 義雅  643-8555) 

志戸田分水工 (五十嵐 昇  644-1372) 

追散分水工 (秋葉 正義  643-9379) 

八ヶ郷第3分水工 (貝和 良一  681-8691) 

八ヶ郷第1・2分水工 (高橋 守  681-1320) 

今塚分水工 (丹野 雅彦  681-8795) 

沖堰分水工 (佐藤 敏明  684-5583) 

境田分水工 (設楽 正男  684-0131) 

成安分水工 (丹野 都弘  684-1918) 

漆山分水工 (丸子 宏  684-5848) 

出羽・明治分水工 (安達 浩之  684-5761) 
山辺分水工 (江口 順市  664-6712)

北宿第２分水工 (会田平四郎  664-6829) 

根際分水工 (小関 健登  664-6048) 

要害分水工 (鈴木 勇一  664-6658) 

反田分水工 (鎌田 清蔵  643-2353) 

二ツ筒頭首工 (佐藤美紀夫  644-4933) 

常明寺分水工 (岸 英一  644-9282) 

古舘分水工 (奥山 長伸  644-5597) 

文珠山分水工 (大木万之助  644-4809) 

門伝第１分水工 (加藤 秀正  643-2733) 

山王頭首工 (笹原 秀一  645-2681) 

門伝第２分水工 (杉沼 俊昭  643-1472) 

富神頭首工 (西村 博幸  644-2570) 

柏倉分水工 (伊藤 巧  645-3592) 

本沢分水工 (古内 善昭  688-4736) 

一ノ関頭首工 (庄司 義文  688-4118) 

久保手分水工 (渡邉 定芳  672-6027) 

南山形第１分水工 (鈴木美智也  688-2271) 

南山形第２分水工 (小笠原俊行  688-2021) 

南山形第３分水工 (菊地 完二  688-5056) 

大明神堰頭首工  (古頭金一郎  688-2110) 

北宿第１分水工 (武田 義弘  664-6170)

水利調整委員会　◎委員長　大木 万之助　　○副委員長　有海 賢二　・　丸子　宏

　当土地改良区は、用水の管理にあたり限りある水の有効利用を図るために、水利調整委員会を
設置しています。水利調整をして頂く３８名の各分水工等の水利調整委員は次の方々です。
　組合員皆様の水利に関するご要望は、土地改良区に直接ご連絡下さっても対応できませんので、 
必ず下記の水利調整委員にご連絡してください。

◇水利のご相談は水利調整委員まで◇

節水の徹底！掛け流し厳禁！
　  皆様のご協力お願いします。

最上川中流だより 令和７年６月（9） 第 95 号



◇◇◇土地改良区への通知義務について◇◇◇

【組合員の資格変更】
公共機関（市町、農業委員会、法務局等）及び農協等の手続きだけでは、土地改良区の

組合員名簿及び土地台帳等は変更されません。賦課の基準は毎年４月１日現在の土地改良

区の台帳に記載されている事項を対象に賦課しておりますので、移動等がありましたら、

速やかに届出下さい。 

１．所有権や耕作権の移動（売買、賃貸借、交換） 

２．死亡又は生前贈与等の名義変更 

３．農業者年金受給のため経営移譲 

４．住所等の変更 

５．賦課金の振替口座関係の変更 

【農地転用】（公共用地に買収された時も届出が必要）
１．農地を転用等により地区から除外する場合は、地区除外決済金を納付していただ

きます。 

２．公共事業による農地買収の場合も届出が必要です。そのままにしておきますと賦

課面積の変更は生じません。 

【土地改良施設の他目的使用の届出】
土地改良施設（用排水路・農道等）を下記の目的等で使用する場合は、『土地改良施設使

用許可申請書』を提出し、許可を得て使用料を納付してから使用することになります。 

１．雨水排水の放流        ６．農地改良に伴う農道使用 

２．工場等の雑排水放流      ７．下水管、水道管、排水管等の埋設 

３．水路への蓋（橋）掛け     ８．電柱等の設置 

４．工事に伴う水路敷使用     ９．宅地への通用路としての農道使用

５．工事に伴う農道使用 

※ 滞納されている土地の権利を取得すると、土地改良法第４２条（権利義務の継承及び決済）

により新組合員が滞納賦課金を支払わなければなりません。 

１．土地改良施設の他目的使用料：個人 1 件年額 2,000 円
（農道使用の場合）※尚、組合員以外の場合は別料金となります。 

２．境界の立会い 
 ●境 界 立 会 申 請：1 件  5,000 円 

 ●誤謬訂正の申請：1 件 10,000 円 

●測  量：実 費 

３．各種意見書交付手数料：1 件１,000 円

（農地転用に係る手数料は、面積によって異なります） 

４．各種証明書交付手数料：1 件１,000 円 

５．農地改良に係る手数料：1 件１,000 円

※別途、消費税がかかります。

※ 詳細については、最上川中流土地改良区事務所まで、お問い合わせください。

注意！滞納賦課金は新組合員が継承注意！滞納賦課金は新組合員が継承

最上川中流だより令和７年６月 （10）第 95 号



大築 義雅 理事長 受章おめでとうございます
令和７年春の叙勲 黄綬褒章 
大高根農場記念山形県農業賞
　花卉の高品質生産技術の確立と、地
域農業の発展と振興尽力した功績など
が認められ受章されました。

全国土地改良功労者表彰
　長年土地改良事業の推進に努められ
た功績を称えられ表彰されました。

令和７年度　地区管理運営委員会と事務局機構

課　員

　当土地改良区には、10の管理運営委員会と2つの維持管理運営委員会、1つの委員会があり、それぞれの地区
の運営・維持管理・賦課金の督励・役員候補者の推薦などの業務を担っております。

課　員

係　員多面的機能支払
統　　括　品川康臣（兼務）
統括補佐　細野　諭（兼務）

金澤千春（主事）
進藤耕司（兼務）
齊藤和夫（総務相談推進員）

総　務　係
係長　山口真理

花輪拓未（技師）　　武田大空（技師）
後藤竜也（技師）　　石澤宏美（臨時）
鈴木奏人（技師）

管　財　係
係長　荒井克也

管　理　係
係長　有路　樹

水　利　係
係長　山本竜也

管　理　課
管理課長　品川康臣

財　務　課
財務課長（兼）会計主事

加藤裕二

総　務　課
総務課長　柴崎健一（兼務）
課長補佐　細野　諭

事務局長
柴崎健一

課　員 藁谷千加子（臨時）

会　計　係
第１係長　寒河江秀明
第２係長　遠藤愛実

賦課徴収係
係長　三嶽　徹

荒井克也（兼務）　　花輪拓未（兼務）
山口真理（兼務）　　進藤耕司（多面的機能支払専門員）
金澤千春（兼務）

◇◇◇土地改良区への通知義務について◇◇◇

【組合員の資格変更】
公共機関（市町、農業委員会、法務局等）及び農協等の手続きだけでは、土地改良区の

組合員名簿及び土地台帳等は変更されません。賦課の基準は毎年４月１日現在の土地改良

区の台帳に記載されている事項を対象に賦課しておりますので、移動等がありましたら、

速やかに届出下さい。 

１．所有権や耕作権の移動（売買、賃貸借、交換） 

２．死亡又は生前贈与等の名義変更 

３．農業者年金受給のため経営移譲 

４．住所等の変更 

５．賦課金の振替口座関係の変更 

【農地転用】（公共用地に買収された時も届出が必要）
１．農地を転用等により地区から除外する場合は、地区除外決済金を納付していただ

きます。 

２．公共事業による農地買収の場合も届出が必要です。そのままにしておきますと賦

課面積の変更は生じません。 

【土地改良施設の他目的使用の届出】
土地改良施設（用排水路・農道等）を下記の目的等で使用する場合は、『土地改良施設使

用許可申請書』を提出し、許可を得て使用料を納付してから使用することになります。 

１．雨水排水の放流        ６．農地改良に伴う農道使用 

２．工場等の雑排水放流      ７．下水管、水道管、排水管等の埋設 

３．水路への蓋（橋）掛け     ８．電柱等の設置 

４．工事に伴う水路敷使用     ９．宅地への通用路としての農道使用

５．工事に伴う農道使用 

※ 滞納されている土地の権利を取得すると、土地改良法第４２条（権利義務の継承及び決済）

により新組合員が滞納賦課金を支払わなければなりません。 

１．土地改良施設の他目的使用料：個人 1 件年額 2,000 円
（農道使用の場合）※尚、組合員以外の場合は別料金となります。 

２．境界の立会い 
 ●境 界 立 会 申 請：1 件  5,000 円 

 ●誤謬訂正の申請：1 件 10,000 円 

●測  量：実 費 

３．各種意見書交付手数料：1 件１,000 円

（農地転用に係る手数料は、面積によって異なります） 

４．各種証明書交付手数料：1 件１,000 円 

５．農地改良に係る手数料：1 件１,000 円

※別途、消費税がかかります。

※ 詳細については、最上川中流土地改良区事務所まで、お問い合わせください。

注意！滞納賦課金は新組合員が継承注意！滞納賦課金は新組合員が継承

最上川中流だより 令和７年６月（11） 第 95 号

地区委員会 委　員　長　（☎） 副　委　員　長　（☎） 地区担当職員
１ 明 治 伊藤喜久雄（684－0572） 秋葉　俊彦（684－7427） 荒井　克也 武田　大空

２ 出 羽 海和　盛行（684－8604）
丸子　　宏（684－5848）

荒井　克也 鈴木　奏人
小林　康弘（684－7921）

３ 千 歳 渡邉　欣一（681－0404） 設楽　正男（684－0131） 三嶽　　徹 花輪　拓未
４ 北 部 長岡　幸一（681－1611） 丹野　憲司（684－0586） 寒河江秀明 後藤　竜也
５ 八 ヶ 郷 前田　信雄（681－8537） 櫻井　俊明（681－1718） 細野　　諭 花輪　拓未
６ 中 部 朝倉　　了（643－8520）　 五十嵐　昇（644－1372） 三嶽　　徹 有路　　樹
７ 南 山 形 古頭金一郎（688－2110） 東海林賢治（688－3260） 遠藤　愛実 山本　竜也

８ 久保手・隔間場 渡邉　定芳（672－6027）
渡部　重順（688－5157）

金澤　千春 有路　　樹
渡辺　良明（673－3601）

９ 西
部
１～２工区

粟野　省三（688－3493） 西村　博幸（644－2570）
寒河江秀明 鈴木　奏人

３～６工区 細野　　諭 後藤　竜也
10 玉 虫 江口　順市（664－6712） 三浦　新一（664－6379） 遠藤　愛実 山本　竜也
11 出 羽・ 明 治 海和　盛行（684－8604） 伊藤喜久雄（684－0572） 山本  竜也・花輪  拓未・武田  大空
12 成 沢 荒井　　勲（688－6601） 相馬　清孝（688－2650） 山口　真理
13 十 文 字 髙梨　善次（687－4178） 村岡　好孝（687－2051） 山口　真理・金澤　千春



　当改良区職員のほとんどは非農家であります。実際に農家さんがお米を作るのにどのような作業をし
て、苦労しているかが分からないとの声が上がり、組合員さんの協力をいただきながら、今回の農業研
修を始めることとなりました。実際に農作業を行い体験することで、今後の業務・水管理にも一層理解
を深められると共に、収穫の喜びを感じられればと思っています。

西部幹線トンネルガス爆発事故50回忌

職員農業研修  『 最上川中流　農・How・ラボ 』

　山形市と周辺市町の農地に農業用水を供給するため、最上川（西村山郡朝日町四ノ沢地区）からの導水
トンネル掘削工事中、昭和51年５月10日に朝日町の工事区間で作業員９人が亡くなったガス爆発事故
から50回忌の年を迎え、山辺町根際の慰霊塔で役員・地元総代・職員・遺族を含む関係者約40人が参列、
法要を営み、犠牲者を悼むとともに、今年度の水管理の安全を誓いました。

〇総代の任期満了日　　令和７年10月６日
●総代の定数　75名（第１選挙区：29名、第２選挙区：18名、第３選挙区：28名）
　総代選挙における日程等の詳細は、最上川中流土地改良区総代選挙規程に基づき、後日公表いたします。
また、選挙人名簿整備のため組合員名が変更になった場合は、速やかに土地改良区へ届出をお願いします。

〇役員の任期満了日　　令和７年10月21日
●理事の定数　17名（第１被選任区：６名、第２被選任区：４名、第３被選任区：６名、員外：１名）
●監事の定数　 ３名（各被選任区：１名）
　役員の選任は新総代就任後、10月７日から10月21日までの間に当区定款、規程等に基づく諸手続きを経て、
総代会の議決により選任されます。

任期満了に伴う 総代・役員改選 のお知らせ任期満了に伴う 総代・役員改選 のお知らせ

最上川中流だより令和７年６月 （12）第 95 号


